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実施料
判断料 備　　考

18

生化学検査

生
化
学
検
査

血　清
0.5
尿
2

T1
・
S24

冷蔵 0.9〜3.6	 % １

１．朝食前、身長・体重を
測定し排尿後飲水
(300〜500mL)

２．飲水後１時間で放尿
させ、完全に排尿し終っ
たときの時間を記録。
(試験開始)

３．試験開始より１時間後
に採血(5mL)

４．試験開始より2時間後
に採尿(尿量及び時間
記録)(クリアランス時
間は2時間)

34110
(8A110)

アミラーゼ･クレアチニン
クリアランス　　　　　

　(ＡＣＣＲ)　

BG5PNP法
(JCCLS対応法)
酵 素 法

尿
(各)5

S24 冷蔵 73.4以上	 %
3

5 100

PFD服用前の尿の一部５mL
と服用後６時間蓄尿の
一部5mLを同時提出
必ずペアで検体を提出し、
6時間蓄尿量を明記して
下さい｡

34115
(8A090)

B T・ P A B A    試 験
(ＰＦＤ試験)

ジアゾカップ
リ ン グ 法

※�早朝空腹時、採尿5mL後、PFDアンプル内容を200mLの水とともに服用。約1時間後、利尿の為にコップ一杯相当の水を飲ませて下さい。
〔注意〕(１)　消化酵素含有製剤、消炎酵素剤、利尿剤などの投与を受けている患者では、検査値に影響がありますので、検査前3日よりこれらの薬剤
	 　の投与を行わないで下さい。
　　 　(２)　急性膵炎、急性肝炎の急性期、腎機能が高度に低下している患者および妊婦には実施しないで下さい。

0分 1時間 2時間

採尿

完全採尿し、尿量を測定

飲水(コップ1杯)

早朝空腹時PFDアンプル内容を
200mLの水とともに服用

開始後6時間の
排尿はすべて集める
(尿量記録)

利尿のため1時間 6時間

●ACCR

●PFD試験

60分

早朝空腹時
排尿後
水300〜500mL飲水

放
尿

採
血
5mL

完
全
採
尿

採尿時間
尿量の記録とともに提出

●生理機能検査(膵)


